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White Paper No.3 

加振機の駆動（補償回路（CN）による出力特性の違い） 

要求仕様 

インピーダンス Z = 4Ω + 1.6mH の加振機を、周波数 10Hz～500Hz の範囲において各々定電流（最

大 8Ap, ゲイン = 1V/1A）で、一つのパワーアンプで動作させます。出力電圧と出力電流の位相差は

+/-2°を超えてはならず、アンプの増幅率はほぼ同等（差 < 0.05dB）であること。 

 

補償回路（CN）による出力特性の違い 

最大動作周波数における要求電圧は、既知のインピーダンスと要求最大電流から求められます。 

U p= I p∗∣Z∣=8∗6.42=51.4 [V p ] 

したがって、電流アンプで動作する場合、出力電圧が最小で 51.4Vp、出力電流が最大 8Apの出力容量

を持っていなければなりません。誘導性負荷によって、500Hz において最大 51.5°の位相ずれが発

生するため、アンプはソースとシンクいずれにおいても安全動作領域を持っていなければなりません。

（White Paper No.1：HUBERT 4 象限バイポーラ電源を参照） 

電流モードで動作することができる 2 台の A1110-05-E を使用して比較します。A1110-05-E は

電流アンプを制御するために最大 7 種類から選択できる異なる特性の補償回路を搭載しており、

A1110-E リモートコントロール用ソフトウェアから切り替えることが可能です。本書では 2 種類の

補償回路（CN1, CN2）での出力の違いについて説明します。 

 

図 1：電流位相特性  
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図 1 は、A1110-05-E の 2 つの異なる補償回路 CN1 と CN2 の誘導性負荷（加振機）に対する電流

位相特性を示しています。赤線グラフは 500Ｈｚにおいて要求事項の 2°をぎりぎり満たしています。

青線グラフはおおよそ 1.8kHz でリミットの 2°に達していますが、500Hz において位相ずれは< 

0.5°であり、リミットの 2°に対し十分に満たした値です。 

次に、電流振幅特性について比較をします。 

 

図 2：電流増幅特性 

図 2 は電流増幅特性を示しています。赤線グラフは 2kHz 付近から徐々に出力レベルが下降し始めて

いることを示し、青線グラフは 700Hz 付近から上昇していることを示しています。6kHz 付近での“オ

ーバーシュート”がどこまで許容できるかはユーザーの判断に委ねられますが、パワーアンプの安定的

動作は要求仕様の 500Ｈｚ以下においては、どちらの補償回路においても保証されています。 

2 つの電流アンプを用いて同じ動作させた場合（全て同じ設定：ゲイン・CN・出力レンジ等）の電流

増幅特性の差（図 3）が示すように 2 台ともほぼ同じ特性になります。 
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図 3：Amp1-Amp2 電流増幅特性 
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